
１．これまでの審議内容 

（１）魅力発信の目的・対象 

・子どもを含めた若い世代が、これからも麻生区に住み続けてほしいということから、「麻生区

に住む子育て世代を対象」とし、区の魅力を伝えることが検討された。 

→子どもに伝われば、その親やおじいちゃん、おばあちゃんにも伝わり、区民全体に広がるこ

とが期待できると考える。 

→特に最近住みはじめた子育て世代に注力して麻生区の魅力を伝える。 

（２）審議テーマ 

   ふるさと麻生づくり ～愛着と誇りの醸成～    

・区民に麻生区をもっと好きになってもらい、ふるさととしての魅力を感じてもらうことで、今

後も住み続けてもらうことを目指す。特に新しく住みはじめた子育て世代が、麻生区をふるさ

とと感じてもらい、その子どもたちが大きくなっても住み続けてもらうことを目指す。 

（３）麻生区の魅力について 

・麻生区の魅力について、「麻生区として重点的に発信すべき魅力か」、「麻生区独自の魅力か」

といった観点から検討したところ、「自然・農」、「芸術のまち」、「市民活動が盛ん」を多

くの区民に知ってもらいたい麻生区の魅力ということが検討された。 

（４）審議の方向性について 

・「区民に麻生区を好きになってもらう」→「区民がまちづくりに参加する」→「麻生区の魅力

のさらなる向上」→「区民による区外への推奨」→「区外での認知度やイメージの向上」のサ

イクルの仕組みを検討する。 

・まずは、区民（主に子育て世代）

に麻生区に愛着を感じてもらえ

るような魅力と、その発信方法を

検討する。 

２．具体的な審議内容について 

（１）発信すべき麻生区の魅力について 

・麻生区の魅力は、「自然・農」「芸術のまち」「市民活動が盛ん」で、それぞれ身近に体験で

きるところがあるなど、麻生区の「付加価値」といえるものを、本部会で発信していく魅力と

した。 

（２）発信について 

・発信については、麻生区の子育て世代を対象に、「麻生区の魅力を、広く浅く知ってもらう、

知ってもらうきっかけをつくること」を目標とすることとした。 

・このため、麻生区の魅力を、まずは広く「知る（知ってもらう）」「関心を持つ（関心を持っ

てもらう）」という視点から検討していくこととした。 

（３）発信する対象 

・子育て世代のうち、親と子の両方に伝わりやすく、より効果的に発信できると考えられること

などから、まずは小学生を持つ子育て世代を中心に考えていくことが確認された。 

３．今後の調査審議について 

（１）発信方法の検討 

・今後は、小学生を持つ子育て世代を中心に、効果的に届く魅力の発信方法を検討する。 

（２）発信する魅力の検討 

・発信したい麻生区の魅力については、今後、具体的に検討していく。

（３）子育てフェスタで調査実施 

・子育てフェスタ（９月１６日（土）開催）で屋外ブースを出展し、来場者からヒアリングを行

う。届きやすい魅力の発信方法など、具体的な内容は、次回部会で詳細を詰めていく。 
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